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新
年
度
が
ス
タ
ー
ト 

 

平
成
24
年
度
予
算 

(

収
入
の
部) 

 

(

支
出
の
部) 

  

地
域
づ
く
り
協
議
会 

 

4
月
27
日
（
金
）
千
秋
公
民
館
に
て
開
催
さ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、

平
成
24

年
度
の
千
秋
町
連
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
予
算
が
成
立
し
、
新

年
度
の
幕
を
あ
け
た
。
会
長
は
、
長
谷
川
義
信
氏
が
再
任
さ
れ
た
。 

 
収入区分 予算額

市交付金 4,617,000

社協千秋支会交付金等 1,379,000

諸収入 10,000

前年度繰越金 102,000

計 6,108,000

 

 

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
事
業
は

主
に
市
か
ら
の
交
付
金
な
ど
で
賄

わ
れ
て
い
る
。
各
部
会
ご
と
の
事

業
支
出
と
な
っ
て
い
る
が
、
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
。 

 

福
祉
部
会
費 

敬
老
会
、
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
と
と
健
康
づ
く
り
推
進
事

業
に
充
て
ら
れ
る
。 

 

生
活
環
境
部
会
費 

ス
ポ
ー

ツ
教
室
な
ど
の
体
育
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
資
源
回
収
推
進
、
成

人
・
高
齢
者
学
習
事
業
な
ど
。 

 

安
全
安
心
部
会
費 

防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
、
交
通
安
全
街
頭
監
視

ほ
か
防
災
訓
練
な
ど
。 

 

健
全
育
成
部
会
費 

家
庭
・
青

少
年
学
習
事
業
、
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
事
業
ほ
か
、
人
気
の
あ
る

う
な
ぎ
つ
か
み
大
会
を
含
む
学

校
外
活
動
推
進
事
業
な
ど
。 

 

地
域
振
興
部
会
費 

盆
踊
り

大
会
や
千
秋
音
頭
CD
製
作
。 

予算額
421,000

5,687,000
福祉部会費 3,026,000
生活環境部会費 1,110,000
安全安心部会費 535,000
健全育成部会費 696,000
地域振興部会費 200,000
広報部会費 120,000

6,108,000計

支出区分
会務費
事業費

※ 発行者 

千秋町連区地域づくり協議会

千秋町佐野字郷前２７６２番地

電話２８－９０１０  

 

１
時
間
ほ
ど
の
演
奏
の
間
に

も
、
子
ど
も
た
ち
を
何
人
か
壇
上

に
あ
げ
、
即
席
の
演
奏
会
を
始
め

 

も
と
も
と
神
社
の
祭
礼
に
、
五

穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
神
楽
太
鼓

が
発
祥
で
は
あ
る
が
、
こ
の
大
治

太
鼓
の
特
徴
は
、
と
に
か
く
器
用

な
指
使
い
。
右
手
で
叩
い
て
い
る

間
に
も
、
左
手
の
5
本
指
の
間

を
ば
ち
が
目
に
も
留
ま
ら
ぬ
速

さ
で
回
転
し
て
い
た
。 

 

５
月

13(

日)

午
前

10

時
か

ら
、
千
秋
小
学
校
屋
内
運
動
場
に

お
い
て
、
児
童
育
成
協
議
会
主
催

に
よ
る
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
、
大

治
太
鼓
尾
張
一
座
に
よ
る
太
鼓

の
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
。
さ
す
が

に
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
肢
体
か
ら

繰
り
出
さ
れ
る
音
は
迫
力
満
点

で
、
場
内
に
響
き
渡
っ
て
い
た
。

  

広
報
部
会
費 

毎
月
１
日
に

地
域
機
関
紙
「
ち
あ
き
だ
よ
り
」

を
発
行
。 

大
治
太
鼓
勇
壮
に 

              
 

 
 

６
月
の
は
な
「
あ
じ
さ
い
」 

(

大
治
太
鼓
尾
張
一
座
の
み
な
さ
ん) 

て
し
ま
っ
た
が
、
当
の
子
ど
も
た

ち
は
呑
み
込
み
が
速
く
、
あ
っ
と

い
う
間
に
一
曲
披
露
し
て
し
ま

う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
場
内
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。 
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「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」 

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
ご
案
内 

 
 

 
(

土)

午
後
２
時
か
ら 

 

一
宮
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、(

私

た
ち
は
こ
の
ま
ち
が
好
き
だ
！

「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
フ
ォ
ー

ラ
ム)

が
開
催
さ
れ
る
。 

ほ
か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
司
会
を
一
宮
市
長
が

務
め
、
パ
ネ
ラ
ー
に
西
成
・
向

山
・
北
方
町
連
区
地
域
づ
く
り
協

議
会
役
員
の
方
々
が
列
席
さ
れ

る
予
定
。 

内
容
は
、
西
成
連
区
前
会
長
及

び
前
理
事
を
招
き
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
設
立
体
験
を
対
談
方

式
で
行
わ
れ
る
。 

定
員 

150 

名 

申
込 

当
日
直
接
会
場
へ 

問
い
合
せ 

地
域
ふ
れ
あ
い
課 

料
金 

無
料 

会
場 

尾
西
庁
舎
東
館
６
階
大

ホ
ー
ル 

日
時 

平
成
24
年
６
月
30
日 

お
知
ら
せ 

0

5

8

6

(28)
8

9

5

4 

 
介
護
予
防
に 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 

４
月
19
日(
木)
県
営
一
宮
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

こ
の
競
技
は
、頭
脳
と
体
力
を
総

合
的
に
鍛
え
る
た
め
、介
護
予
防
に

最
適
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

（
佐
々
茂
さ
ん
88
歳
の
絶
妙
な
タ
ッ
チ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
日
最
高
齢
88
歳
の
佐
々

茂
さ
ん(

馬
場)

ら
48
名
の
参
加
者

に
よ
る
激
戦
の
結
果
は
次
の
と
お

り
。 優

勝 
 

佐
野
Ａ
チ
ー
ム 

準
優
勝 

町
屋
Ａ
チ
ー
ム 

三
位 

 

天
摩
団
地
チ
ー
ム 

(
写
真
は
優
勝
し
た
佐
野
Ａ
チ
ー
ム) 

 

末
広
大
学 

保
健
師
に
よ
る
講
演
開
催  

５
月
７
日(

月)

８
日(

火)

の
両
日
、
勝
栗 

公
民
館
ほ
か
に
お
い
て
、
保
健
師
に
よ
る 

う
つ
予
防
の
講
演
会
が
開
か
れ
、
参
加 

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。 

 

４
会
場
で
参
加
計
212
名 

学
校
紹
介 

(

先
月
号
よ
り
続
き) 

千
秋
中
学
校 

・
学
級
数 

18
学
級 

・
生
徒
数 

 

549
名 

・
校
長 

 

髙
木
浩
正 

・
職
員
数 

 

41
名 

 

千
秋
中
学
校
は
、
昭
和
22
年

に
千
秋
町
立
千
秋
中
学
校
と
し

て
開
校
し
、
本
年
度
で
66
年
目

を
迎
え
た
伝
統
校
で
す
。
本
年
度

よ
り
教
育
目
標
を
、
「
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
形
成

を
図
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
思

い
や
り
と
た
く
ま
し
く
生
き
る

力
を
も
っ
た
生
徒
を
育
成
す
る
」

と
し
、
め
ざ
す
生
徒
像
を
次
の
よ

う
に
定
め
ま
し
た
。 

☆
自
他
の
命
を
尊
び
、
心
と
体
を

鍛
え
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
徒

☆
自
ら
学
び
、
深
く
考
え
、
主
体

的
に
行
動
す
る
生
徒 

☆
礼
節
を
重
ん
じ
、
自
ら
を
律

し
、
自
他
と
も
に
心
豊
か
な
生
活

を
築
く
こ
と
が
で
き
る
生
徒 

☆
千
秋
中
生
と
し
て
の
自
覚
と

誇
り
と
愛
情
を
も
ち
、
あ
き
ら
め

な
い
で
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
生

徒 

 

本
年
度
は
、
６
月
１
日
に
『
愛

知
県
健
康
推
進
学
校
』
の
実
地
審

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
研
究
主
題
は

「
自
分
の
身
体
に
関
心
を
も
ち
、

自
主
的
に
健
康
管
理
が
で
き
る

生
徒
の
育
成
」
で
す
。
生
徒
に
自

分
自
身
を
見
つ
め
さ
せ
る
こ
と

で
、
健
康
的
な
生
活
を
送
る
と
と

も
に
自
主
的
に
健
康
管
理
が
で

き
る
生
徒
が
増
え
れ
ば
、
学
校
が

落
ち
着
き
、
け
が
を
す
る
生
徒
が

減
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
校
の
目

指
す
生
徒
像
に
一
層
近
づ
け
る 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
昨
年
度
か
ら
Ｐ

Ｔ
Ａ
学
級
委
員
と
本
部
役
員
か

ら
な
る
「
常
任
委
員
会
」
の
活
動

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
「
あ
い

さ
つ
運
動
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

な
が
ら
、
『
学
校
運
営
協
議
会
』

の
ご
提
言
も
生
か
し
つ
つ
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
教
育
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「
あ
い
さ
つ
い
っ
ぱ
い
、
花
い
っ

ぱ
い
、
汗
い
っ
ぱ
い
、
夢
い
っ
ぱ

い
」
と
し
、
生
徒
会
を
中
心
と
し

た
活
動
を
工
夫
し
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
学
校
づ
く
り
に
本
年
度
も

取
り
組
み
ま
す
。 
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千
秋
中
学
校
が
ま
す
ま
す
輝

い
て
い
き
ま
す
よ
う
、
今
後
も
地

域
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

昨
年
度

11

月
に
行
わ
れ
た

『
音
楽
会
』
を
今
年
度
は
12
月

に
行
い
ま

す
。
保
護

者
の
方
は

も
ち
も
ん

の
こ
と
、

地
域
の
方

の
観
覧
も

大
歓
迎
で

す
の
で
、

ぜ
ひ
生
徒

の
活
躍
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。 

 

ま
た
、
11
月
に
は
、
日
本
修

学
旅
行
協
会
愛
知
県
支
部
主
催

の
「
中
学
校
修
学
旅
行
研
究
会
」

で
千
秋
中
学
校
の
修
学
旅
行
の

実
践
を
発
表
し
て
き
ま
す
。 

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

10
月
に
は
、
あ
ま
市
で
行
わ
れ

る
「
愛
知
県
健
康
推
進
学
校
連
絡

協
議
会
」
で
24
年
度
の
実
践
も

加
え
て
発
表
し
て
き
ま
す
。 

 

「
よ
く
考
え
、
遊
ん
で
学
ぶ
子

―
頭
を
つ
か
お
う
―
」 

 

新
学
習
指
導
要
領
二
年
目
の

本
年
度
は
、
①
授
業
力
の
向
上
や

練
習
方
法
の
工
夫
を
通
し
て
、
基

礎
的
・
基
本
的
学
習
内
容
の
確
実

な
定
着
及
び
、
言
語
活
動
を
組
み

入
れ
た
授
業
の
充
実
に
努
め
る 

 

「
心
豊
か
で
、
思
い
や
り
の
あ

る
子
―
心
を
み
が
こ
う
―
」

 

「
じ
ょ
う
ぶ
で
、
た
く
ま
し
い

子
―
体
を
き
た
え
よ
う
―
」

 

本
校
の
教
育
目
標
は
、
「
心
身

と
も
に
健
康
で
、
確
か
な
学
力
と

豊
か
な
心
を
持
っ
て
、
未
来
を
拓

く
千
南
っ
子
を
育
て
る
」
で
す
。

こ
の
目
標
の
も
と
、 

千
秋
南
小
学
校 

〔
め
ざ
す
子
ど
も
像
〕 

②
明
る
い
挨
拶
、
適
切
な
言
葉
遣

い
、
安
全
な
廊
下
歩
行
、
後
片
付

け
等
の
生
活
力
の
定
着
及
び
読

書
活
動
等
を
通
し
て
豊
か
な
心

を
合
言
葉
に
し
て
千
南
っ
子
の

育
成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

・ 

職
員
数 

25
名 

・ 

校
長 

佐
藤
宗
光 

・ 

児
童
数 

348
名 

・ 

学
級
数 

13
学
級 

 

総
勢
25
名
で
、「
学
校
が
楽
し

い
・
授
業
が
よ
く
わ
か
る
・
千
秋

南
小
学
校
が
大
好
き
」
な
子
ど
も 

 

本
年
度
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
、
野
菜

の
栽
培
、
稲
作
体
験
、
各
所
の
見

学
、
千
秋
音
頭
や
ク
ラ
ブ
活
動
の

指
導
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
様
々
な
面
で
の
ご
協
力
を
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
、

本
校
の
教
育
活
動
に
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
年
度
の
異
動
で
、
六
名
の
先

生
が
本
校
を
去
り
、
新
た
に
六
名

の
先
生
を
迎
え
ま
し
た
。 

の
醸
成
に
努
め
る 

③
体
力
作

り
運
動
や
健
康
な
体
つ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
健
や
か
で

た
く
ま
し
い
体
の
育
成
に
努
め

る 

④
整
然
・
安
全
の
中
に
、
潤

い
や
温
か
み
の
あ
る
学
習
環
境

つ
く
り
に
努
め
る 

⑤
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
三
者
の
連

携
・
協
力
体
制
を
強
化
し
、
地
域

や
家
庭
の
教
育
力
を
生
か
す
、
を

重
点
と
し
て
教
育
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

お
や
じ
の
会
会
員
募
集 

 

千
秋
中
で
は
一
昨
年
に
発
足

し
た
お
や
じ
の
会
を
今
年
度
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
中
学

生
を
持
つ
父
親
が
、
休
日
や
夜
の

時
間
を
使
っ
て
、
も
っ
と
学
校
の

活
動
に
参
加
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
今
年
度
か
ら
は
さ

ら
に
枠
を
広
げ
て
、
小
学
校
の
保

護
者
や
地
域
の
方
に
も
入
会
希

 

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 
(

５
月
２
日
「
な
か
よ
し
ラ
ン
チ
」
に
て)

           

千
秋
中 

た
ち
を
育
て
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

 

登
校
さ
せ
る
場
合
は
、
感
染 

 

主
に
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
に
よ 

 

 

っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
で 

 

を
防
ぐ
た
め
、
ガ
ー
ゼ
で
覆 

 

「
と
び
ひ
」
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ん
に
な
り
、
次
々
に
周
囲
に 

 

も
っ
た
水
ぶ
く
れ
か
ら
び
ら 

 

菌
感
染
症
で
す
。
薄
い
膜
を 

 

り
生
じ
る
代
表
的
な
皮
膚
細 

 

 

ま
も
な
く
プ
ー
ル
開
き
で
す
。

夏
に
多
い
皮
膚
の
疾
病
や
ト
ラ

ブ
ル
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。 

 

子
ど
も
は
皮
膚
病
に
か
か
り

や
す
い
も
の
で
す
。
特
に
感
染
性

の
疾
患
は
、
他
の
子
ど
も
に
う
つ

ら
な
い
か
と
心
配
も
多
い
で
す

ね
。 

「
夏
に
注
意
し
た
い
皮
膚
病 

① 

と
び
ひ 

望
を
募
っ
て
い
き
ま
す
。
詳
し
く

は
千
秋
中
学
校
校
務
主
任
ま
で

連
絡
を
く
だ
さ
い
。 

② 

み
ず
い
ぼ 

 

ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
群
に

属
す
る
伝
染
性
軟
属
腫
ウ
イ 

 
 

 
 

 

（
裏
面
に
続
く
） 

保
健
室
か
ら 

し
ょ
う
。 

― 

水
泳
指
導
を
控
え
て 

―
」 

伝
染
性
膿
痂
疹
の
俗
称
で
、 
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一
年
を
通
し
て
発
生
し
ま

す
が
、
月
別
の
発
生
状
況
を
み

る
と
、
六
月
と
十
月
に
多
い
傾

向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

水
泳
シ
ー
ズ
ン
に
は
特
に
頭

髪
を
清
潔
に
す
る
よ
う
、
ご
家

庭
で
も
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

③ 

あ
た
ま
じ
ら
み 

ル
ス
に
よ
る
も
の
で
、
光
沢
を

有
す
る
直
径
数
ミ
リ
ま
で
の

半
球
状
に
隆
起
し
た
丘
疹
で

す
。
自
然
に
治
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
じ
ゃ
れ
合
う
こ

と
の
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
水
泳
シ
ー
ズ
ン
は

感
染
の
機
会
が
増
え
る
こ
と

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
数
の
少

な
い
う
ち
に
除
去
す
る
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
。 

 

  
 

信
号
機
の
表
示
す
る
信
号
ま

た
は
警
察
官
な
ど
の
手
信
号
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

自
転
車
は
、身
近
な
交
通
手
段
で

あ
り
、
非
常
に
便
利
な
乗
り
物
で

す
。
し
か
し
、
自
転
車
の
乗
り
方
に

よ
っ
て
は
、相
手
に
け
が
を
さ
せ
る

凶
器
に
な
り
ま
す
。
万
一
、
相
手
に

け
が
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
刑
事
責
任
を
負
っ
た
り
、
損
害

賠
償
を
求
め
ら
れ
た
り
す
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

一
宮
警
察
署 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

道
路
交
通
法
で
は
、自
転
車
は
自

動
車
や
バ
イ
ク
と
同
じ
車
両
の
一

種
で
、道
路
を
通
行
す
る
場
合
は
車

両
と
し
て
の
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

○
信
号
に
従
う
義
務 

～ 

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う 

～ 

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル 

自
転
車
も
安
全
速
度
と
気
配
り
を 

 
 

 

公
安
委
員
会
規
則
に
お 

 
 

 

右
折
、
左
折
ま
た
は
進
路

を
変
更
す
る
と
き
は
、
合
図

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

 
 

 

夜
間
、
道
路
で
は
前
照
灯

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

 
 

 

他
の
軽
車
両
と
並
進
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。(

道
路

標
識
な
ど
に
よ
り
並
進
可

で
あ
る
場
合
を
除
く) 

 
 

 

道
路
標
識
な
ど
に
よ
り

通
行
を
禁
止
さ
れ
て
い
る

道
路
を
通
行
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。 

○
二
人
乗
り
の
禁
止 

 

○
合
図
を
す
る
義
務 

○
点
灯
義
務 

○
並
走
の
禁
止 

○
通
行
の
禁
止 

 

道
路
は
、
み
ん
な
が
使
う
と
こ

 
 

 

自
転
車
の
路
上
駐
車

(

駐
輪)

は
、
交
通
の
妨
げ
に

な
る
場
合
が
あ
り
、
路
上
駐

車(

駐
輪)

は
避
け
ま
し
ょ

う
。 

 
 

 

酒
気
を
帯
び
て
車
両
な

ど
の
運
転
を
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。 

 
 

 

自
転
車
が
歩
道
を
進
行

す
る
場
合
に
お
い
て
、
歩
行

者
の
通
行
を
妨
げ
る
こ
と

と
な
る
と
き
は
、
一
時
停
止

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 
 

い
て
、
自
転
車
の
二
人
乗
り

を
原
則
と
し
て
禁
止
し
て

い
ま
す
。 

の
動
き
に
注
意
し
て
、
相
手
の
立

○
路
上
駐
車(

輪)

の
禁
止 

○
歩
行
者
通
行
妨
害
の
禁
止 

○
酒
気
帯
び
運
転
の
禁
止 

場
に
な
っ
て
、
思
い
や
り
、
ゆ
ず

り
合
い
の
気
持
ち
を
持
ち
ま
し 

ろ
で
す
。
ま
わ
り
の
歩
行
者
や
車

ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

うわ！！  

  


